詮吉は 唐紙 を あけ、 儉 約な 電燈に 照され ている 茶の 

間に 顔 を 出した。 

「ひどい 風でした ねえ、 さあ、 どうぞ 一杯」 

古い 縞 銘仙の はんてん を 羽織り、 小さく 丸めた 髪に 

鼈甲の 櫛 を さしてい るお 豊が、 番茶 をつ いで 長火鉢の 

猫板の 上への せた。 キ チンと 畳んだ 二 枚の ハンケ チが、 

これ もまた 猫板のと ころに 揃えて ある。 

詮吉 は、 外套の 裾 を 畳に ひろげて 中腰の まま、 うま 

そうに 熱い 番茶 を 啜った。 

「きょ 子さん、 るすです か」 

「ええ。 おひるつ から 一寸 五反田へ やり ましてね。 I 



I のん 気な 娘 だから、 いずれ ゆっくりして 来 るんで 

しょうよ」 

主人の 本 田 権十郎 というの は、 詮吉 のきいた ところ 

では 瓦斯 会社の 集金 か 何 か 勤め、 娘 三人のう ち 上 二人 

を片 づけた だけで、 先年 死んだ。 五反田 は、 二番目の 

雪の 嫁入 先であった。 二つば かりの 小枝と いう 女の 児 

を 抱いて よく 遊びに 来る らしかった。 詮吉 とも 顔 を 合 

わせ、 藤 製菓の 工場へ 出て いる 亭主が、 朝早くて 夜 ま 

でお そく、 一緒に 御飯 をた べるの は 月に 二度が せい ぜ 

いで 詰らない。 そんな 話 を 気さくに して、 笑った こと 

も あるので あ つ た。 



「 —— もうこん なです か 9 とんだお 邪魔して すみ 

ません ねえ」 

そう 云いながら なお 未練げ にお 豊が 立ち かねてい る 

と、 格子が、 高い 音 をた てて あいた。 

「 きょち やん かい？」 

「ええ」 

二 一階 だよ …… ちょ つ とよせ ておいた だき」 

はしごだん 

また、 ええとい う 声が し、 階 子 段の 下で 気配が する 

のに、 なかなか 上って 来ない。 

「何して るんだ い」 

ふ、 ふ、 ふ。 ひとりで 含み笑い している 声が 軽い 



あしおと 

跫 音と 一 緒に 聞え、 カラ リと 唐紙 を あけるな リ 白い 

シ ョ —ルを 手にから めた きょ 子が、 

「ただいま！」 

見違える ように 艷 やかな 桃 割に 結った 頭 を 電気の 下 

へ 下げた。 

「まま < つ」 

詮吉は 珍ら しげな 声 を 出した。 

「まァ …… どれ？」 

横 を 向かせて 見て、 ぉ豊 は、 

「いい じ やない か」 

と 云った。 
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